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0.02 rnf である。 0.4μg/g 体重/dayの E2 を連日 8 週間投与すると，尿量は去勢オスで 2.17 mf ， 去勢
メスで 1. 90 mf になり，約 100 倍に増加した。勝脱内尿量を週を追って調べると， 8 週間まで E 2 の総投与量
に平行して増加していた口肉眼的に観察すると勝脱は著明に拡張し，全例 lζ水腎症を合併した。次に去
勢していないオスに同量の E2 を投与すると尿量は 0.49 mf で，去勢オスの場合の約 4 分の l であった。
去勢オスに 0.4μg/g 体重/dayの E2 と同時に ， 0.4および 4.0μg/g体重dayのTPを投与すると，尿
量はおのおの1.30 mf , 0.70 mf であった口以上から E2 の作用はアンドロゲン lとより抑制される乙とが
わかったので，以後の実験はすべて去勢した動物を用いて行なった。























ロゲンを大量 ( 0.4μg/g 体重/day) に投与したマウスに起こる尿路の変化を定量的に解析し， ヒト尿
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聞の疾患モデルとしての応用を試みたものである。その結果エストロゲン大量投与マウスに起乙る尿閉
は，乙れまで考えられていたように外部の副性器による尿道の圧迫によるものではなく，尿道そのもの
に原因がある乙とが明らかとなった。乙の方法によるマウス尿閉の誘発は容易であり， ヒト尿閉のモデ
ル動物として有用であると考えられる。よって学位論文として価値あるものと認められる。
-129-
